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　九州看護福祉大学紀要第16巻をお届け致します。6編の投稿を頂き（原著論文2編、総説１

編、研究報告1編、その他2編）、ここに発刊となりましたこと、紀要編集委員会としても大

きな喜びです。

　一連の編集作業の中、12名の査読者の方々には特に多くの時間を割いて頂き、投稿者本人

の、ひいては大学全体の研究推進にご尽力頂きましたこと、心より御礼申し上げます。

　今、入学試験の真只中、平成28年度の新入生を迎えるべく教職員一丸となり職務に専心し

ているところです。如何に意欲ある優秀な学生に多数集まってもらうかが、我々私学に身を

置く者としては最優先課題です。目先の問題点を解決していくと同時に、中長期的な視点か

らの対応も必要であり、その一つに我々教員の資質向上化が挙げられます。さらにその一つ

が、学問的裏付けに基づいた思考を形成し、その結果としての言動をどう表現できるかであ

り、これらの過程に本紀要が少しでも寄与しているのではと思っております。

　

平成28年2月2日

−66−

編  集  後  記

委員長　肥後　成美（リハビリテーション学科）

委　員　山本　恵子（看護学科）

委　員　上妻　尚子（看護学科）

委　員　李　　玄玉（社会福祉学科）

委　員　山本　孝司（社会福祉学科）

委　員　岡田　裕隆（リハビリテーション学科）

委　員　齋田　和孝（鍼灸スポーツ学科）

委　員　北田　勝浩（口腔保健学科）

平成27年度紀要編集委員会




